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泥炭のア ンモ アイ~ (第4報)
小型回転炉によるアンモニア化試験
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Ammoniation of Peat (IV) 
Experiments with a Small-Sized Rotary Reactor 
Hisatsugu Sato， Mitsuo Sasaki， Toshio Yahata and Toshimichi Ki 
Abstract 
ln the previous paper the authors reported that the time necessary for・the
reaction with fixed reactor was about six hours to obtain ammoniated peat nitrogen 
content of which was about 10%. The product from such reactor was not always 
homogeneous in quality. Therefore， the authors designed， constructed and operated a 
rotary reactor to redu巴ethe time of rea巴tionand to obtain the product of superior 
quality. The nitrogen content of the product was aimed to keep about 8%， which 
is the same with that of natural organi巴 fertilizerssuch as composts， bean cakes 01" 
fish manures. 
A satisfactory result was gained at temperature 15000， flow rate of ammonia 
1.0 and 1.8 liter per minute and 1.0 to 1.5 hour for t加 timeof reaction. 
Reed peat from Ishikari-Kanazawa was the best raw material and that from Ku-
shiro followed it. The moss peats were not suitable materials for the purpose. 
緒言
著者らは有機窒素肥料製造の目的をもって，泥炭のアンモニア化を企て，基礎研究並びに
中間試験の結果を 2i百にわたり報告した九 これらの結果によって，常庄，反応混度 1500Cな
いし 1700Cにおいて窒素含有量 10%以上のアシモニア化泥炭が得られることを明らかにした。
しかし静置式反応炉を用いた場合は，全窒素量 10%の製品を得るのに 4ないし 6時間，約 13%
の製品を得るためには 10時間以上の反)，D時間を必要とし， その他製品の品質の点、から色， こ
の方式は工業的製造法としては適当でないことを知った。又静置式装置においては，反応中の
後東洋高圧工業株式会社北海道工業所.
1) 室工大研報: 1， 361 (1952). 























石狩金沢産低位泥炭: 一一風乾6カ月のもりを，ハンマークラッ νャーで12メッ νュに
粉砕したものを用いた。
lIiJlI路産低位泥炭: 一一}g{¥乾1カ月のものをそのまま用いた。



























硝酸酸化処理は，前試験と同様に5'?色硝酸を用い， 60oC， 6時間行なったG 硝酸酸化によ
るブミン酸増加量は第2表の備考に示した。卸|路産低位泥炭は粉砕することなく使用したもの































反応温度 アンモー ア 窒素量流 速 備 考
(hr) ('CI (e/min) (%) 
1 0.5 160~170 1.8 8.0 石狩金沢産フミン酸量58%
2 1.0 160~170 1.8 8.96 11 
3 1.5 160~170 1.8 9.45 11 
4 2.0 160~170 1.8 9.74 11 
5 1.5 130~140 1.8 8.53 11 
6 1.5 167~170 1.0 9.05 11 
7 1.0 120 1.8 7.25 鎖l路泥炭フミン酸量45%
8 1.5 120 1.8 7.59 11 
9 1.5 120 1.0 7.16 11 
10 2.0 120 1.8 7.86 11 
11 1.0 150 1.8 7.43 11 
12 1.5 150 1.8 7.82 11 
13 1.5 150 1.0 7.30 11 
14 2.0 150 1.8 8.56 11 
15 1.5 130 1.8 6.21 豊富泥炭フミン酸量35%
16 1.5 170 1.8 6.75 11 
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泥炭のアンモニア化(第4報) 629 






実験竺-竺 _f _~呈_J 1-2 ! 日
実験によって得たる反応アンモニア量 (g)I 26.00 22.80 30.60 






アンモニア流量を少なくすると有効消費率が高くなることが分った。? ? ? …
??
?? ?






実験番号。-0 I-1 16u-1700C 
¥ x-一-x I-2 130-140
0C 
D一一一一ζ』 I-3 160-1700C 

























1500C で実施したので， これを 1700Cに上げ流速を増加することによって全窒素量。増加は充
分期待されると忠われる。特i己本試料はあらかじめ粉砕する必要なく，硝酸酸化処浬中に適当
な粒)乏に崩壊することは著しい特徴である。従って，本研究の目的とする有機窒素肥料製造原
料としては充分利用し得られると足、われる。 li狩金沢産泥炭は，今凶の実験においても，在来
の実験結果から既に期待ぜられた通り，有機質窒素肥料製造原料としては最も優秀な結呆を示
した。
本試験の遂行については，当時の東洋高正工業株式会社北海道工業所三原次長，横川技術
部長，及び寺l時課長の存IJj支助に負う処多大である。ここに記してj享く感謝の意を表する。
本試験の費用の一部は文部省科学試験研究費によった。あわせて感謝の意を表する次第で
ある。
(昭和28年4月，京都市における日本化学会第6年会発表)
(昭和 32年4月26日受理)
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